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事業ポートフォリオの変革
～強い三井化学グループを目指して～

＜経営概況説明＞

２００４．１１．１８

三井化学株式会社

社長 中西宏幸
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１．成長の方向と ０７年の企業像

成長の方向

０１中計
三井化学グルー
プの更なる拡大
と成長

０１中計
三井化学グルー
プの更なる拡大
と成長

変革への挑戦変革への挑戦

９８中計

合併効果の
早期実現

９８中計

合併効果の
早期実現

０４中計

事業構造の変革
と収益力強化

０４中計

事業構造の変革
と収益力強化

目指すべき企業像

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

目指すべき企業像

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

変革を支える革新的な企業風土

企業理念

地球環境との調和の中で、材料・物質の革新と創出を通して

高品質の製品とサービスを顧客に提供し、

もって広く社会に貢献する

経営ビジョン

成長の方向

量的拡大から質的拡大への転換
・事業の選択と集中
・機能性材料分野の拡大・成長
・石化・基礎化分野の収益力強化
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１．成長の方向と ０７年の企業像

０４年業績と ０７年の企業像０４年業績と ０７年の企業像
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経常利益 売上高

前回予想

281

今回予想

700

＜参考＞売上高

中間期
実績

経常利益に占める機能性材料分野の

比率： ０７年度は５０％超を目指す

経常利益

12,600
内、中間期
実績：5,888
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

情報・電子材料 ヘルスケア材料

アロマチェーンプロピレンチェーン

①：収益力強化

④：大阪工場ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｾﾝﾀｰ化 完工

⑤：海外展開（中国、東南ｱｼﾞｱ）

③：出光ｸﾞﾙｰﾌﾟとの協調

⑥：機能性材料分野の重点領域拡大

⑦：新製品の拡大計画

②：収益力強化

機能性材料分野
◇拡大・成長

機能性ポリマーズ

石化・基礎化分野

◇競争力の母体

◇収益力強化

構造変革を可能にする革新的な企業風土
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０１中計（01～03）０１中計（01～03）

プロピレンセンター化(*2)
・大阪工場にＯＣＵ設置
　エチレン：プロピレン比
　 ６：４ ⇒ ５：５

ＰＰのＳ＆Ｂ (*1)
・大阪工場に１系列で
　３０万トン設備（世界
最大級）を新設
（小規模３系列を廃棄）

０４中計（04～07）０４中計（04～07）

分解原料の多様化
・石油精製系との提携/協調に
よる分解原料の多様化（重質
原料の使用）
（出光との提携）

プロピレンセンター化
・市原工場もプロピレン能力増
強（ＯＣＵ設置）を検討

ＰＰの差別化
・自動車材のグローバル
　展開加速
　（世界４極体制の強化）

オレフィンオレフィン

収
益
力
強
化

２-①： プロピレンチェーンの収益力強化２-①： プロピレンチェーンの収益力強化

中国・タイで能力増強。全世界生
産能力：42.1⇒44.4万t （04⇒05年）

誘導品

２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）
出光とのポリオレフィン事業統合
・事業内容：ＰＰおよびＰＥの製造・販売・研究
・基本契約締結：2004年５月１７日
・営業開始日： 2005年４月１日

原料原料 (*1) ＰＰ新設備
完工：03年9月
営業運転：04年4月
メリット：①３系列停止、②
プラント大型化、③生産銘
柄削減（５銘柄）で製造コ
ストΔ５０億円/年

(*2) ＯＣＵ設備
完工：04年8月
営業運転：04年9月
ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ： ２８万t
⇒４２万t
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-②： アロマチェーンの収益力強化

０４中計（04～07）０４中計（04～07）

拡大

　　　　　　　
（能力、単位：万ｔ/y)

・ＰＴＡ ﾀｲ 90 ⇒140 
中国 60　投資認可

申請中
・ＰＥＴ　
・ＰＨ
・ＢＰＡ 中国 12   ＦＳ推進中

原料系の強化
・石油精製系との協調により、
　競争力ある原料アロマを
　確保（出光との提携）
⇒出光LNR再稼動による
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ生産
（基本合意：04年9月30日）

収益力強化に向け、
最適な拠点で能力増強
（次期アジア拠点検討）収

益
力
強
化

０１中計（01～03）０１中計（01～03）

拡大 （能力、単位：万ｔ/ｙ）
・ＰＴＡ　ﾀｲ 40 ⇒ 90             
ﾈｼｱ 40 ⇒ 45

・ＰＥＴ　ﾀｲ 0 ⇒ 10
ﾈｼｱ 5 ⇒ 8

・ＰＨ　　ｼﾝｶﾞ　　　 0 ⇒ 25
・ＢＰＡ　ｼﾝｶﾞ　　　 7 ⇒ 23

原料系の強化
・大阪工場での
　クメン完全自製化
　 10 ⇒ 28万ｔ/ｙ
（完工04年9月、営業運転10月）

日
本

アジア地域への拡大

２-②： アロマチェーンの収益力強化

タイPETレジン社竣工式
開催：04年9月10日
（能力：１０万ｔ/ｙ）

ア

ジ

ア
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-③： 出光グループとの協調２-③： 出光グループとの協調

(1)   提携先との包括的合意形成（０４年２月３日）
(2) ＰＰ事業のプレゼンス強化と ＰＥ事業の構造改革加速
・ポリオレフィン（PO）事業の統合（営業開始予定：０５年４月）

(3)   誘導品需要に応じたオレフィン構造改革
(4)   プロピレン・アロマの供給力の強化
・出光LNR再稼動によるﾍﾞﾝｾﾞﾝ生産（基本合意：04年9月30日）

(5)   原料多様化・設備活用による競争力強化
・市原工場Ｃ５留分有効活用（ＲＩＮＧⅡ活動の一環）

ＲＩＮＧⅡ：石油精製環境低負荷高度統合技術開発事業

・輸入ナフサの共同配船（大型船の活用が可能に）

国内石油精製・石化メーカーとの

アライアンスによる構造改革の加速

全社基本戦略：

事業構造の改革と収益力強化

（⇒石化・基礎化分野の収益力強化）

課題

方策

出光ｸﾞﾙｰﾌﾟ
との
アライアンス
実施
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-④： 大阪工場プロピレンセンター化 完工２-④： 大阪工場プロピレンセンター化 完工

ＰＰのＳ＆Ｂによるコストダウン
ＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）設置
による原料オレフィンの強化

ＰＰ： ３系列２２．８万ｔ／ｙを停止→１系列３０万ｔ／ｙを建設

（完工：０３年９月、営業運転：０４年４月）

プロピレン：２８万t／y→４２万t／y
（完工：０４年８月、営業運転：０４年９月）

クメンの完全自製化
によるフェノール事業強化

クメン：１０万ｔ／ｙ→２８万ｔ／ｙ

（完工：０４年９月、

営業運転：０４年１０月）
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

中国展開の背景：
◇需要が急成長（今後とも期待）

◇WTO加盟、投資環境の整備

２-⑤： 海外展開（中国、東南アジア）２-⑤： 海外展開（中国、東南アジア）

三井化学グループの中国展開がスタート
～東南アジア（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾀｲ、ﾈｼｱ）から中国に至る環太平洋地区の拠点を構築～

中国進出の基本的考え方：
基本的に中国での投資案件は、
①コア事業の案件
②当社がリスクを取れる範囲（リスクが自らマネージ
できる範囲）の案件
③既に確保している特定顧客（＊）に限定した
事業展開ができる案件

に限定。
（＊）：BPA／帝人化成

PTA／既に輸出品で確保している顧客
PPｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ／トヨタ、ホンダ
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ＰＰ コンパウンド ＰＴＡ

フェノール、ＢＰＡ ＰＥＴ樹脂

ペットネシアレジンド

上海三井複合塑料2.4万t/ｙ

アモコ三井ＰＴＡ

タイＰＥＴレジン

サイアム三井ＰＴＡ

グランド サイアム コンポジッツ

三井ビスフェノールシンガポール

三井フェノールシンガポール

ＰＥＴ樹脂　１０万ｔ／ｙ新設　
完工０３年１２月、営業運転０４年４月

ＰＴＡ　＋１０万ｔ／ｙ → ９０万ｔ／ｙ　
完工・営業運転０４年２月

ＰＴＡ 新会社 （江蘇省、張家港）60万t/y、営08年

ＢＰＡ新会社 （上海）12万t/y、営06年７月

PTA ４５万t/ｙ

PET ８万t/ｙ

ＰＰコンパウンド 新会社
（広東省、中山） 1.5万t/y、営05年春

２-⑤： 海外展開（中国、東南アジア）２-⑤： 海外展開（中国、東南アジア）

アジア地区で次々に立ち上がるコア事業

－石化・基礎化分野－

２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

ＰＴＡ　＋５０万ｔ／ｙ →１４０万ｔ／ｙ　
完工０５年８月、営業運転０５年１０月

ＢＰＡ　＋２万ｔ／ｙ → ２３万ｔ／ｙ　
デボトル完工、営業運転０４年１月

ＰＰコンパウンド　
◇＋０.８万ｔ／ｙ → ４．０万ｔ／ｙ
完工０４年７月、営業運転０４年８月
◇＋０．８万ｔ／y → ４．８万t／y
完工、営業運転０５年６月

フェノール　＋５万ｔ／ｙ →２５万ｔ／ｙ
営業運転０２年１１月
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

情報・電子材料 ヘルスケア材料

アロマチェーンプロピレンチェーン

①：収益力強化

④：大阪工場ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｾﾝﾀｰ化

⑤：海外展開（中国、東南ｱｼﾞｱ）

③：出光ｸﾞﾙｰﾌﾟとの協調

⑥：機能性材料分野の重点領域拡大

⑦：新製品の拡大計画

②：収益力強化

機能性材料分野
◇拡大・成長

機能性ポリマーズ

石化・基礎化分野

◇競争力の母体

◇収益力強化

構造変革を可能にする革新的な企業風土
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

製品名

機能性

ポリマーズ

エラストマー

特殊
ポリオレフィン

ウレタン
樹脂

機能性
ポリマー他

α-ｵﾚﾌｨﾝ･ｺﾎﾟﾘﾏｰ
（ﾀﾌﾏｰ）

ＥＰＤＭ（三井ＥＰＴ）

ＴＰＥ（ミラストマー）

接着性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ
（ｱﾄﾞﾏｰ）

ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃﾝｺﾎﾟﾘﾏｰ
（ＴＰＸ）

環状ｵﾚﾌｨﾝ･ｺﾎﾟﾘﾏｰ
(ｱﾍﾟﾙ）

超高分子量ＰＥ
（ミリオン）

ＰＯ系ｵﾘｺﾞﾏｰ
（ＷＡＸ他）

包装用接着剤

水系ウレタン

防水材 注型

硬化剤

半芳香族ポリアミド（アーレン）

熱可塑性ポリイミド（オーラム）

ＰＥＥＫ

ポリ乳酸（ＬＡＣＥＡ）

ポリブテン-1
（ビューロン）

特殊フェノール樹脂（ミレックス）

ｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨｰ
ﾚｼﾞﾝ

液晶ｼｰﾙ剤
（ＬＣｽﾄﾗｸﾄﾎﾞﾝﾄﾞ）

紙力増強剤（ＰＡＭ）

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ用ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂
（ｵﾚｽﾀｰ）

紙・繊維加工用樹脂
（ﾎﾞﾝﾛﾝ）

ユニーク
ポリマー

機能性
オレフィン
ポリマー

テーラーメイド
ポリマー
システム

ポリ衛協で食品包装材
向け樹脂として承認
（０４年６月）

欧州生産開始
（０４年度より）

生産能力増強：
７．５→１３千トン
（０５年７月完工、岩国）

生産能力増強： ２．８→３．４千トン

（０５年１１月完工、岩国）
０８年を目途に、更なる大型増強を検討中

新規メタロセンＷＡＸ事業化により、
生産能力増強： １４→２３千トン

（０４年６月完工、岩国）

生産能力増強を検討中
（０７年目途に７５千トンを新設）

領域拡大のＫＳＦ： 新規ポリマー開発・新規用途開発の加速

ポリイミドフィルムの市場
開発開始 （０４年１０月、

電子材料・半導体分野を
ターゲット）

ﾀﾌﾏｰ使用シューズで
野口みずき選手が
アテネで金メダル

ＵＶ硬化型新製品対応
の新設備 （０５年１月完

工、茂原）

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
＜機能性ポリマーズ＞

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
＜機能性ポリマーズ＞

：世界トップ３製品

：最近のトピックス
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「機能性ポリマーズ」 最近のトピックス ～

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「機能性ポリマーズ」 最近のトピックス ～

機能性オレフィンポリマー

項 目

◆ＥＰＴ能力増強計画 <検討中>

◆ミラストマー欧州生産

◆ ＴＰＸ能力増強

（ﾎﾟﾘ4-ﾒﾁﾙ-ﾍﾟﾝﾃﾝ-1）

◆新規メタロセンＷＡＸ事業化

および能力増強

◆アペル能力増強

（環状ｵﾚﾌｨﾝ･ｺﾎﾟﾘﾏｰ）

◆ タフマー使用シューズ

内 容

◇０７年、新設７５千トン、アジア、ﾒﾀﾛｾﾝ触媒

◇ ０４年４月生産開始、ドイツ委託先にて

◇ ０５年７月完工、７．５→１３千トン、日本（岩国）

◇ ０４年６月完工、１４→２３千トン、日本（岩国）

◇ ０５年１１月完工、２．８→３．４千トン 、日本（岩国）

　　０８年を目途に、更なる大型増強を検討中

◇野口みずき選手、アテネ女子マラソンで金メダル
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「機能性ポリマーズ」 最近のトピックス ～

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「機能性ポリマーズ」 最近のトピックス ～

テーラーメイド・ポリマー・システム ユニーク・ポリマー

項 目

◆液晶シール剤新製品

（ＬＣストラクトボンド）

◆ポリイミド・フィルムの市場

　　開発 （オーラム）

◆ポリ乳酸用途拡大

（レイシア）

内 容

◇ ０５年１月完工、ＵＶ硬化型新製品対応設備

日本（茂原）

◇ ０４年１０月、従来の欧米に加え日本、アジアでも

　市場開発開始。電子材料・半導体分野をターゲット

◇ ０４年６月、ポリ衛協で食品包装材向け樹脂と

して承認
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

ペリクル

イクロス

ＮＦ３

シラン

CCDパッケージ

トナーバ
インダー

プロトン交換膜

セパレーター

改質触媒

電解液

燃料加湿膜

封止材

色素

カラーフォーマー

シルバーリフレクター

ホワイトリフレクタ

フレキ基材

光混載回
路基材

ＳＣＬ

耐熱透明PI

高周波基材

フレキ基材熱可塑性PI

半導体レ
ーザー

高耐熱EX樹脂

情報電子材料

ﾌﾟﾛｾｽ
材料

ＳＩＦ４

直接／実
装材料
電子
回路

ＬＣＤ

ＰＤＰ有機
ＥＬ

ＴＰＸ
ＡＰＥＬ
色素

有機ＥＬ

色素

オフセッ
ト印刷他

トナーワ
ックス

電子
写真
光　
回路

透明導
電膜

ＣＴＰ版

ＳＷＰ ＲＳ

燃料電池他

PDP光学
フィルター

液晶シール剤

次世代クラスターの拡大

Ｈ　Ｉ

感光性ＰＩ

エネルギー関連材料

情報記録材料

光回路材料

電子回路材料

半導体材料

生産能力増強：
①０５年春完工：６００ｔ→９００ｔ （工事中）
②０７年を目途：９００ｔ→１，３００ｔ （検討中）

生産能力３割増
（０５年２月完工）

①欧州生産拠点（ドイツ）が稼動（０４年７月１９０万枚→２２０万枚）
②フィルムタイプの新製品をラインアップ　（０４年１０月）

生産能力４割増強
（０４年２月完工）

①生産能力：60→150
万m2（両面板）（０４年８
月完工）、150→250万m2 

（検討中）
②新規基材（世界最高　
の耐熱性）販売開始
　（０４年８月）

：最近のトピックス

高輝度タイプ新製品を
ラインアップ（04年10月）

ディスプレイ材料

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
＜情報・電子材料＞

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
＜情報・電子材料＞

赤字：当社代表製品

：世界トップ３製品

既存クラスターの拡大
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「情報・電子材料」 最近のトピックス ～

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「情報・電子材料」 最近のトピックス ～

情報・電子材料

項 目

◆ＮＦ３能力増強

◆ＣＣＤパッケージ能力増強

◆ポリイミドフレキシブル基材

能力増強など

（ネオフレックス）

◆液晶ディスプレイ用反射材

（シルバーリフレクター）

◆ ＰＤＰ光学フィルター能力増強

と新製品

（フィルトップ）

◆ トナーバインダー樹脂能力増強

内 容

◇０５年春完工、３００トン増強、日本（下関）、

　［日本＋アメリカの合計能力：６００→９００トン］

　　０７年、９００→１，３００トンを検討中

◇０４年２月完工、能力４割増、日本

◇ ０４年８月完工、６０→１５０万m2 （両面板）、

日本（名古屋）、０６年１５０→２５０万m2 を検討中

◇０４年８月、新規基材販売開始（世界最高の耐熱性）

◇ ０４年１０月、新製品ラインアップ（高輝度タイプ）

◇ ０４年７月完工、３０万枚増強、ドイツ

［日本＋ドイツの合計能力：１９０万→２２０万枚］

◇ ０４年１０月、フィルムタイプ新製品投入

◇０５年２月完工、能力３割増、日本（茂原）
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）
赤字：当社代表製品

メガネレンズ材料

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ

ﾈﾋﾞｼﾞﾝ

ｱｸﾞﾛｹﾐｶﾙｽﾞ

ﾊﾟｰｿﾅﾙｹｱ材料 衛生材料

ヘアケア材料

レンズ加工用ﾌｨﾙﾑ

歯冠用コンポジット

衛生用不織布

歯科用接着剤

通気フィルム

ＡＰＥＬ

医療用不織布育毛剤原体

漂白活性化剤

抗菌剤原料
ﾎｰﾑｹｱ材料

医薬中間体

アミノ酸系界
面活性剤

トレボン

スタークル

ｱﾆﾊﾞｰｽ

ヘルスケア
材料

クロッププロ
テクション

衛生材料

アミノ酸誘導体

ヌクレオシド群

歯科
材料

化粧
品

人用洗浄剤

洗剤・家庭用化
学製品

タウリン

ﾋﾞｼﾞｮﾝｹｱ材料

眼科用品関連

医薬中間体

次世代クラスターの拡大 既存クラスターの拡大

新規殺菌剤「ＭＴＦ-７５３」を開発中
０６年の農薬登録申請を目指す

①高屈折率（1.70）の新製品を投入
　 （０４年度中）
②生産能力３割増強
　 （０４年１１月完工）

　：最近のトピックス

生産能力増強を検討中（ ０７年

目途、タイ、２０千トン）、日本＋
タイの合計能力：４８→６８千トン

① ０４年、米国環境保護庁（ＥＰＡ）の農薬登録取得
　 ０５年より本格販売開始
②０４年度より、航空散布用の新規液剤を市場投入

生産能力増強を検討中（０６年目処、
タイ、６千トン新設）、日本＋タイ合計
能力は、ほぼ倍増

新規殺菌剤

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
＜ヘルスケア材料＞

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
＜ヘルスケア材料＞

：世界トップ３製品
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「ヘルスケア材料」 最近のトピックス ～

２-⑥： 機能性材料分野の重点領域拡大
～ 「ヘルスケア材料」 最近のトピックス ～

ヘルスケア材料

項 目

◆スタークル（殺虫剤）米国展開、 ◇　０４年、米国環境保護庁（ＥＰＡ）の農薬登録を

および、新規製剤　　　　　　　　

　　 　　　　

◆農薬（殺菌剤）新製品

◆メガネレンズ材料の新製品

と能力増強

◆衛生用不織布能力増強計画

＜検討中＞

◆通気フィルム能力増強計画

　　 ＜検討中＞

内 容

取得、０５年より本格販売開始

◇　０４年より、航空散布用の新規液剤を市場投入

◇ 新規殺菌剤「ＭＴＦ－７５３」を開発中、

０６年の農薬登録申請を目指す

◇ ０４年度中に、高屈折率(1.70)の新製品投入

◇ ０４年１１月完工、能力３割増、日本（大牟田）

◇ ０７年を目処、１４→３４千トン、タイ

［四日市＋タイの合計能力：４８→６８千トン］

◇　０６年を目途、６千トン新設、タイ

　　 ［名古屋＋タイの合計能力：ほぼ倍増］
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２．事業ポートフォリオの変革（最近のトピックスを中心として）

２-⑦： 新製品の拡大計画２-⑦： 新製品の拡大計画

事業ポートフォリオの変革を支える新製品 ～機能性ポリマーズ分野を中心に順調なスタート～

57%
20%

18%
5%

37%

34%

15%

14%

機能性ポリマーズ

０７年度

目標

９００億円

情報・電子材料

０４年度

見込

１９０億円

その他
2004 2005 2006 2007

04年度見込
190億円

新製品売上高

ヘルスケア材料

07年度目標
900億円

新製品： ０３年度以降の上市品

・フィルムタイプPDPフィルター
・新規ネオフレックス
・新型色素（CD-R用）

・新型ポリウレタン
・PZN触媒利用ポリオール
・ｽﾎﾟｰﾂｼｭｰｽﾞ・ﾐｯﾄﾞｿｰﾙ用ﾀﾌﾏｰ
・ﾒﾀﾛｾﾝ触媒利用機能性WAX

・極細スパンボンド
・高屈折率レンズモノマー
・スタークル製剤
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目 次

１．成長の方向と ０７年の企業像

２．事業ポートフォリオの変革
（最近のトピックスを中心として）

３. グローバル・サイエンス・ネットワークの構築
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３． グローバル・サイエンス・ネットワークの構築３． グローバル・サイエンス・ネットワークの構築

三井化学
触媒科学国際
シンポジウム

三井化学
触媒科学賞

ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学（ﾌﾗﾝｽ）
　Ｌｅｈｎ教授、Decher教授
ｱｰﾍﾝ工科大学（ドイツ）
　Okuda教授

ﾘｻｰﾁ
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（１３名）

ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学
　Ｍａｔｙｊａｓｚｅｗｓｋｉ教授
スクリプト研究所
Ｓｈａｒｐｌｅｓｓ教授

・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ科学技術研究庁
・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大学（Chung教授）

シンガポール科学技術研究庁と
Ｒ＆Ｄ提携

（新触媒など共同開発）
契約締結：０４年９月１８日

＜米国＞＜欧州＞

＜日本＞＜シンガポール＞

三井化学シンポジウム
at  ＩＳＩＳ ルイパスツール大学
・ テーマ： 新しい機能を発現させる

先端材料
・開催日：０４年１１月２２日

第１回 触媒科学賞
・ 化学及び化学産業の持続的発展への
貢献。大学・公的機関研究者（４５歳以下）
が対象
・現在、審査中。１２月に受賞者発表予定

第２回触媒科学国際シンポジウム
・ テーマ： 機能性材料の創出
を目指したグリーン触媒最前線
・開催日：０５年３月２２・２３日
・ 基調講演：シャープレス教授
（01年ノーベル化学賞、写真上）
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＜参考＞＜参考＞ 上上/04/04期期 連結決算の概要連結決算の概要

（単位：億円）
上/03期 上/04期
決算 決算

売 上 高 5,256 5,888 632 12% 

営 業 利 益 188 295 107 57% 

（持分法投資損益） ( 18) ( 31) ( 13) (72%) 

経 常 利 益 144 281 137 95% 

中 間 純 利 益 37 △58 △95 －

為替ﾚｰﾄ(円/＄) 118 110 △8 
国産ﾅﾌｻ(円/KL) 25,350 30,200 4,850 

有 利 子 負 債 4,919 4,594 △325 △7% 

株 主 資 本 3,782 3,742 △40 △1% 

総 資 産 11,867 11,805 △62 △1% 

摘　　　　要 増　減 増減率
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＜参考＞＜参考＞ ０４年度業績予想０４年度業績予想

（単位：億円）

03年度 04年度
決　算 予　想

売 上 高 10,895 12,600 1,705 16%

営 業 利 益 539 720 181 34%

（持分法投資損益） ( 29) ( 70) ( 41) (141%)

経 常 利 益 477 700 223 47%

特 別 損 益 △255 △320 △65 －

当 期 純 利 益 125 150 25 20%

為替ﾚｰﾄ(円/＄) 113 110 △ 3
国産ﾅﾌｻ(円/KL) 25,575 34,100 8,525

摘　　　要 増　減 増減率
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本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リス
クや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が
あります。

お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp
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